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渥美半島一浜名湖東岸地域の中’部更新統
　　　一海進一海退堆積サイクルとその広域対比一

杉　山　雄　　＊

Sugiyama，Y．（1991）　The　Middle　Pleistocene　deposits　in　the　Atsumi　Peninsula

　　　　　and　along　the　east　coast　of　Lake　Hamana，Tokai　district－sedimentary

　　　　　cycles　formed　by　the　glacio－eustatic　sea－level　change　and　their　correlations

　　　　　to　the　contemporaneous　deposits　in　the：Kanto　and：Kinki　districts＿．B翅．

　　　　　GεoZ．S乱ro．Jiαメ）απ，vol．42（2），P．75－109，18且9．，3tab．

Abstract：The　Middle　Pleistocene　Atsumi　Group　in　the　Atsumi　Peninsula　is

composed　of　three　sedimentary　cycles（Futagawa，Tahara　and　Toyohashi
Formations　in　ascending　order）which　were　formed　in　close　relation　to　the

glacio－eustatic　sea－level　change．Each　sedimentary　cycle　begins　with　formation

of　dissected　valleys　at　the　low　sea－level　stage，followed　by　filling　of　the　valleys

with　fluvial　gravel　and　brackish　muddy　deposits　at　the　transgressive　stage　and

（leposition　of　shallow－marine　sand　and　beach　gravel　at　the　high　sea－level　to

regreSSiVe　Stage．

　　　The　Middle　Pleistocene　Hamamatsu　Formation　along　the　east　coast　of　Lake

Hamana　comprises　three　fihing－upward　sedimentary　cycles　and　an　overlying

deltaic－fan　gravel　bed　of　the　paleo－Tenryu　River．Each　sedimentary　cycle

consists　of　a　fluvial　gravel　bed　deposited，at　the　low　sea－level　stage　and　an

overlying　brackish　muddy　bed　at　the　transgressive　to　hig・h　sea－level　stage．

　　　The　author　found5volcanic　ash　beds（At－1－At－5）in　the　Atsumi　Group　and8

volcanic　ash　beds（Ha－1－Ha－8）in　the　Hamamatsu　Formation．Among・these
tephras，At－5intercalate（l　in　the　Toyohashi　Formation　is　correlated　with　Ha－1

in　the　Tenmabira　Mud　Bed，the　lowest　muddy　bed　of　the　Hamamatsu　Formation．

Based　on　this　tephra　correlation　as　well　as　the　similarity　of　plant　fossil

assemblages，the　Toyohashi　Formation　is　correlative　with　the　lowest　sedimentary

cycle　of　the　Hamamatsu　Formation．The　correlation　leads　to　the　conclusion　that

the　Middle　Pleistocene　strata　of　the　Atsumi－Lake　Hamana　area　comprises飾e

transgression－regression　se（1imentary　cycles．

　　　Ha－3volcanic　ash　intercalated．in　the　middle　cycle　of　the　Hamamatsu

Formation　is　correlated　with　the　Beige　Tuff　in　the　Soda　Formation　of　the　Oiso

Hills．The　set　of　Ha－6and　Ha－7in　the　upper　cycle　of　the　Hamamatsu：Formation

is　correlated　with　Ng－2volcanic　ash　in　the：Negoya　Formation　of　the　Ud．o　Hills

and　is　similar　to　the　Soda　and　Nanakuni－toge　biotite　tephras　of　the　Oiso　Hills．

　　　The　correlation　of且ve　sedimentary　cycles　of　the　Atsumi－Lake　Hamana　area

with　the　Middle　Pleistocene　deposits　in　the：Kanto　an（1：Kinki　districts　has　been

made　based　on　the　above－mentioned　tephra　correlations　and　the　historical　change

in　appearance　ratios　of　qyeZoわαZαηops‘s　and，P加αs　which　is　common　to　the

concemed　area　and　the：Kinki　district．From　the　correlations　it　is　inferred　that

the丘ve　Middle　Pleistocene　transgressions　revealed　in　the　Atsumi－Lake　Hamana

area　are　assigned　to　the　upper　and　lower　parts　of　stage7and　stages9，11and13

0f　oxygen　isotope　stratigraphy．

＊環境地質部

Keywords：Atsumi　Peninsula，Lake且amana，Pleistocene，glacio＿eustatic　sea＿1evel　change，se（iimentary　cycle，sequence

stratigraphy，tephrochronology，palynostratigraphy，paleoclimatic　change，Hamamatsu，Aichi，Shizuoka，Mikatagahara，

Tenpakubara，pollen
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要　　旨

地質調査所月報（第42巻第2号）

　渥美半島から浜名湖東岸域に分布する中部更新統の層

序・層相，火山灰層及び花粉群集の解析を行った．その

結果，本地域の中部更新統は5っの海進一海退堆積サイ

クルからなることが明らかになった．また，火山灰層及

び（竣yoZoわαZαηops‘sとP‘η麗の変遷を対比示標とし

て，本地域の堆積サイクルと静岡有度丘陵，濃尾平野地

下，大磯丘陵及び大阪湾海底下などの中期更新世堆積サ

イクルとの対比を行った．その結果，本地域で認められ

た5つの中期更新世海進は，新しい方から各々，酸素同

位体層序のステージ7上部，同下部，9，11，13に対応

すると推定される．

1．はじめに

　中一後期更新世は汎世界的な氷河・氷床の消長に伴っ

て海水準が上下した時代である．氷河性海水準変動は，

深海底コア中の化石有孔虫殻の酸素同位体組成変動

（Emiliani，1955；Shackleton　and　Opdyke，1973，

1976など）により，最近の70万年間（中一後期更新世）

に関しては約10万年の周期を有することが明らかにさ

れている．氷河性海水準変動は個々の地域の地殻変動と

共に，段丘や海進一海退堆積サイクルの形成に与ってい

る．日本の後期更新世（最終間氷期以降）の段丘や海

進一海退堆積サイクルにっいては全国的に研究が進んで

おり，それらの形成過程が数万年オーダーの亜問氷期一

亜氷期の繰り返しを含む氷河性海水準変動と対応してい

ることが明らかにされている．また，中期更新世の段丘

や堆積サイクルについても，関東地方（大磯丘陵や房総

半島など）や大阪平野周辺では氷河性海水準変動との対

応が明らかにされている（例えば，町田ほか，19801市

原ほか，1988；遠藤，1990など）．しかし，他の地方で

は中部更新統の編年が遅れており，氷河性海水準変動と

の対応もほとんど議論されていない．

遠州灘沿岸の渥美半島及び浜名湖東岸地域には，各々，

渥美層群及び浜松累層と呼ばれる中部更新統が分布す

る．渥美層群は3つの海進一海退堆積サイクルから構成

され（黒田，19581廣木・木宮，1990），浜松累層は少

なくとも2層準に海成泥層を挟むことが明らかにされて

いる（武藤，1987）．これらの中部更新統の広域対比に

関しては，これまでに黒田（1975），長谷・松岡（1979）

及び吉野（1986）が植物化石群集の変遷に基づいて，大

阪層群及び濃尾平野地下の中部更新統との対比を行って

いる．また，年代学的研究としては，土（1984）が火山

灰層のフィッショントラック年代値から浜松累層の年代

を30－40万年前と推定している．しかし，上述の広域対

比は一致した結論に至っておらず，フィッショントラッ

ク年代値とも調和しない．更に，礒見・井上（1972）に

よる渥美層群と浜松累層の対比にっいても，その根拠と

された火山灰層の対比に問題が残されている．

筆者はこのような現状に鑑み，渥美層群及び浜松累層

と他地域の同時代層との広域対比を目的として，各堆積

サイクルの層相記載を行うと共に，挟在火山灰層の岩石

学的記載と花粉化石群集の解析を行った．その結果，火

山灰層及び花粉化石群集の変遷を対比指標として，本地

域の堆積サイクルと有度丘陵，濃尾平野地下，大磯丘陵

及び大阪平野周辺の中期更新世堆積サイクルとを対比す

ることができた．また，この対比を通じて，東海地方の

中期更新世堆積サイクルと氷河性海水準変動との対応に

ついて議論することが司能になった．

2．地形・地質概説

　2．1地形概説
　渥美半島中部の赤羽根付近から浜名湖西岸の新居にか
　　　　　　　　　てんぱくばらけての同半島遠州灘側には，天伯原と呼ばれる海成（一

部，扇状地成）の高位段丘が分布する（第1図）．天伯

原の頂面高度は浜名湖西岸の湖西市白須賀付近で最も高

く，標高78mに達する．天伯原面はこの付近から北方

の三河湾側へ傾き下ると共に，半島沿いに西方へも緩や

かに高度を減ずる．田原町西浜田一赤羽根町高松間では，

擁曲状にやや急激に高度を下げ，天伯原面西端の赤羽根

町東では標高29mとなる（第2図）．

　一方，渥美半島の三河湾側及び赤羽根以西の遠州灘沿

岸には，秩父帯中生界からなる山地間の低平部を埋めて，
ふくえ

福江段丘（石川・太田，1967）と呼ばれる海成中位段丘

が分布する（第1図）．福江面は天伯原面と同様に北へ

傾き下ると共に，半島沿いに西方へも高度を減ずる．遠

州灘沿岸の頂面高度は赤羽根付近では標高20mを越え

るが，西方の渥美町和地付近では18mとなり，更に同

町堀切以西では10－12m程度となる．
　　　　　　　　　たかしはら福江段丘は梅田川北岸の高師原台地（古豊川の隆起扇
　　　　　　　　　　　　　しんじよはら状地）へ連続すると共に，浜名湖西岸の新所原台地及び
　　　みかた　　はら
同東岸の三方が原台地（古天竜川の隆起扇状地）へ連続

する（第1図）．

　　　　　　　　　　いわたばら三方が原台地は天竜川東岸の磐田原台地と共に扇状地

の形態を良く保存している．頂面高度は扇頂部の浜北市
はいのき

灰木で標高110mに達し，ここから南一南西へ向かって

低下し，三方が原台地南端では標高30－32mとなる．

　　　　　　　　　　　　　　　　ひがしかもえ三方が原台地南東端の浜松市鴨江付近には，東鴨江

段丘（土，1960b）または鴨江段丘（小林，1964）と呼

一76一



渥美半島一浜名湖東岸地域の中部更新統（杉山雄一）
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　　　　　　　第1図　渥美半島一浜名湖東岸地域の地質図
Fig．1　Geological　map　of　the　Atsumi　Peninsula　and　the　east　coast　of　Lake　Eamana．

ばれる高位段丘が小規模に分布する（第1図）．小林

（1964）によると，鴨江面は三方が原面よりも最大で10m

ほど高く，より風化の進んだ礫層から構成される．なお，

現在では鴨江付近は宅地化されており，鴨江面を直接観

察することはできない．

　2．2地質概説
　天伯原台地を構成する地層は渥美層群と呼ばれ，下位
　ふたがわ　　　たはら　　とよはし

より二川，田原，豊橋の3累層に区分される（黒田，

1958，1966，1967）．これらの各累層は基底部に下位の

累層を削り込む開析谷を伴い，下位より，1）河成また

は海浜成の礫質堆積物，2）内湾やラグーンの泥質堆積

物，3）外洋に面した外浜一沖浜の砂質堆積物，4）海浜

の砂礫質堆積物（及び沼沢地や河川の泥質・礫質堆積物）

から構成される．このような垂直方向への層相変化から，

渥美層群の各累層は，低海水準期の開析谷の形成に始ま

り，海進期の開析谷の埋積とそれに続く外洋性海域の拡

大を経て，高海水準一海退期における浅海成堆積物の堆

積で終わる一連の海進一海退堆積サイクルとして捉えら

れる（杉山，1988；廣木・木宮，1990）．

　福江段丘を構成する地層は主として海浜成の砂礫層か

らなり，その下位に渥美層群及び秩父帯中生界を削り込

む開析谷を伴う．本稿では，開析谷の充填堆積物を含む

福江段丘構成層を福江累層と呼ぶ．

　三方が原台地構成層のうち，三方が原面を直接構成す

る地層は三方が原累層と呼ばれ（小林，1964；武藤，

1987），厚さ5－7m程度の古天竜川の扇状地成礫層から

なる．礫層の下位には，後述する浜松累層を削り込む開

析谷が存在する（武藤，1987）．

　福江累層及び三方が原累層は，渥美層群の各累層と同

様な一っの海進一海退堆積サイクルと見なし得る．両累

層は，“沖積層”を除く最も新期の開析谷充填堆積物を

伴う海進一海退堆積サイクルであることから，最終間氷

期の海進に伴う堆積物と考えられる（武藤，19871杉山，

1988）．

　三方が原累層の下位に分布する三方が原台地構成層は

浜松累層と呼ばれる（小林，1964）．本累層は古天竜川
　　　　　　　みやこだ
の扇状地堆積物や古都田川の氾濫原堆積物などの河成礫

層と海成泥層の互層からなる．海成泥層は3層準に挟ま

れる．河成礫層と海成泥層の互層は海水準変動を反映し

ていると考えられ，浜松累層中に3回の海進が記録され

ている可能性がある．
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3．　層序・層相及び堆積環境の変遷

　本章では，渥美半島に分布する渥美層群の二川，田原，

豊橋の各累層と福江累層，並びに浜名湖東岸に分布する

浜松累層と三方が原累層の層序・層相と植物化石につい

て記載する．また，これらのデータに基づいて，各累層

の堆積環境の変遷を考察する．

　3．1二川累屡
（1〉層序及び層相

　　　　　　　　ななね　　　　　　ほそや　　　　あらい
二川累層は，下位より七根砂質泥層，細谷砂層，新居

泥層に区分される．

　1）七根砂質泥層

　地層名：黒田（1958）の七根砂泥層による．

　分布：豊橋市高塚一細谷間の海食崖基部．

　層相：本層は平行葉理の発達する青灰色雲母質砂質シ

ルト及び同シルトとシルト質細一中砂の互層（シルト及

び砂単層の厚さは1－10cm程度）からなる．層厚は3m

以上あり，下限は不明である．

　本層は，Rαεめp認c舵ZZαなどの汽水生貝化石を産

する（Hayasaka，1961；黒田，1966；廣木・木宮，

牛　　　　　　　　　　　浜
　　　　　　　　　　　名
　　　　　　　　　C　湖
　　　　　　　　　　　　D　　　　o　　　　　　　　島　　　鰯
　　　　　　ギ　　　　　　　　　　B　　　　裳
　　移　　　0510　20km

A 一一

E

　　　　　　　　　　　　　50一．綜溺

W　　欝1◇∵ぐ
鯉　　　離・◇鰭

　　　　　　　　　　ヤもシ　秩父帯チャート層　　　　　　　　高松泥層
0
　↑’1↑1↑↑1↑l　u㎜↑↑1↑↑↑↑1竹↑↑↑
　1　　3568　　　1215161718　202122232527　28　29　　30

　越若赤中一高大南東A　　　　　　羽　　東　　　　　　　　　神　埜
　戸　見根村　色松　草　・戸斤

1990）．

　植物化石：本層は∠4伽αsブαpo痂cα，Fα8’ωs7漉oro－

eα7pα，　（汐cZobαZαηo∫）s‘s　sp．伊　Cαητ（ヨZあαノ｛ψoη‘oα

などの温暖な気候を示す植物遺体群集を産する（黒田，

1966）．

　2）細谷砂層

　地層名：黒田（1958）による．

　分布：高塚付近から浜名湖湾口西岸の新居町新居付近

まで，東西約15kmに亙って分布する．また，この一

連の分布域の西方に位置する田原町浜田付近の海食崖下

部にも孤立した分布が認められる（第2図）．

　層相：本砂層は，その上・下限が同一露頭で観察され

る細谷付近では約26mの層厚を有し，堆積環境の浅化

を示す垂直方向への層相変化が認められる（第5図

Locs．57・58柱状図）．下部（下底からその上方約10m）

は塊状または一部平行葉理が認められる細一中砂からな

・り，中部（下底上方約10－20m）は平行葉理の発達する

中砂からなる．上部（下底上方約20－26m）は，トラフ

型斜交葉理の発達する中礫混じりの中砂層（厚さ3－6m

程度）とこれを覆う塊状ないし平行葉理の発達する中砂
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渥美半島一浜名湖東岸地域の中部更新統（杉山雄一）

層（厚さ1－3m程度）からなる．

　3）新居泥層

　地層名：黒田（1966）の新居シルト層による．

　分布：豊橋市小島付近から新居にかけての地域．

　層相：本層は青灰色のシルトー粘土からなり，湖西市

白須賀付近などではシルト粘土中に中礫一細礫サイズの

礫及び粗砂が混入する．細谷付近では本層下部に厚さ

50cmの泥炭層を挟み，東部の新居付近では雲母片を

多量に含む砂質シルトを伴う．層厚は最大で4mに達

するが，2m程度の露頭が多い．

　植物化石：新居泥層及び細谷砂層上部は，Fαg鵬

creηαオα，．Aoerp‘伽m，σα顔ηαsoordα孟α，丁痂α

ノαpo痂oαなどの温帯落葉広葉樹を主体とする植物遺体

を産する（黒田，1966）．また，新居泥層は湿地性の環

境を示唆するαZηαsの花粉を多産するほか，1Zεκや水

生植物の恥pんαの花粉及び淡水生藻類（Pseudo－

schizaea）を産する（第7図）．

　（2）堆積環境の変遷

　上述のような垂直方向の層相変化と産出化石から，二

川累層の堆積環境は，内湾あるいはラグーン（七根砂質

泥層堆積期）から外洋性の沖浜（細谷砂層下部堆積期）

へ変化した後，浅化に転じ，外浜及び前浜（同砂層上部）

を経て汽水沼沢（新居泥層堆積期）へ変化したと考えら

れる．堆積物の厚さから判断すると，本累層堆積時の相

対的海水準上昇量は35m以上と推定される．海進一海

退堆積サイクル初期（低海水準期一海進初期）の堆積物

は，七根砂質泥層の下位に存在すると推定されるが地表

には露出しない．

　3．2　田原累層
　（1）層序及び層相

　田原累層は，小島以東の地域では下位の二川累層の上

に整合に重なるが，豊橋市寺沢以西の地域では，基底に

二川累層を大きく削り込む開析谷を有する．最も顕著な
　　　　しろした
開析谷は城下一寺沢間に存在する（第2，4及び5図）．

開析谷の東西幅は約8km，削り込みの深さは最大25m

に達し，七根砂質泥層までを削り込んでいる（同図）．
　　　　　どうどう
この西方（百々一城下間）には，少なくとも2つの小規

模な開析谷が存在する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　こ　べ　田原累層は，このような開析谷を埋積する伊古部礫層
　　あかさわ
及び赤沢泥層とその上位に重なると共に二川累層を広く
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Fig．3　Columnar　sections　of　the　Atsumi　Group（part1，from　Akabane　to　minami－K：anbe）．
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　　と　しま
覆う豊島砂礫層に区分される．

　1）伊古部礫層

　地層名：黒田（1958）による．

　分布：城下一寺沢間の開析谷底．

渥美半島一浜名湖東岸地域の中部更新統（杉山雄一）

　層相：よく円磨された中礫サイズの砂岩，変成岩，酸

性火山岩，チャートなどの礫から構成され，まれに砂層

を挟む．礫層には西へ傾く傾斜層理＊及び斜交＊一平行層

理が認められる．厚さは一般に3－5m程度であるが，
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Fig．5　Columnar　sections　of　the　Atsumi　Group（part3，from　Takatsuka　to　Shirasuka）．

　　　凡例は第3図参照．Loc．50柱状図のTe－1，Te－2及びAk－1－Ak－12とLocs．59・60柱状図のAr－1は花粉分析試料
　　　採取層準．

一82一



渥美半島一浜名湖東岸地域の中部更新統（杉山雄一）
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　　　　　　　　　　　　　第6図　渥美層群の柱状図（その4）
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Fig。6　Columnar　sections　of　the　Atsumi　Group（part4，from　Shirasuka　to　Washizu）．

　　　凡例は第3図参照．Loc．73柱状図の＊印よりも下位の層準は廣木。木宮（1990）のデータによる．
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豊橋市伊古部付近では7m以上に達する．また，開析

谷東端の同市寺沢付近では急激に厚さを減じ，約20cm

と塗る．なお，百々一城下間に存在する開析谷の基底に

も，本礫層に対比される厚さ3m－50cm程度の中礫層

が存在する．

　2）赤沢泥層
　地層名：黒田（1966）の赤沢シルト層による．

　分布：上述の各開析谷内．

　層相：城下一寺沢間の大きな開析谷内の本層は15－16

mの厚さがある．最下部の1－2mは中一細礫混じりの

シルト質細砂からなり，ところによりσrαssos孟陀α

塵8αsなどの汽水生貝化石を含み，バイオタベーショ

ンが著しい．これより上位の層準は砂質シルトー粘土質

シルトからなり，主として下部に内湾生の貝化石を含

む．黒田（1966）によると，貝化石群集中ではRαθ如

p認疏εZZα，丁舵orα伽勧記αが卓越する．百々一城下間

の小開析谷内に分布する本層も同様の層相を有するが，

層厚は7－12m程度である（第4図Loc，35及び38柱
状図）．

　植物化石：赤沢泥層からは，。4玩θs／2r肌α，σα君ρ加ωs

Zακ解orα，。40ε吃ρ配肌α如mなどの温帯中一南部要素と

qyoZobαZαηOPSεS8Zαα0α，Fα8ωsa任．Eαツα孟αθ，

Qμθrcμssθr剛α，Mαeん蜘s71ん槻わεrgあ，σαs孟αη一

〇psおSεθわoZ翻などの暖帯要素で代表される植物遺体

を多産する（黒田，1966）．黒田（1966）によると，温

帯要素は下部に集中し，暖帯要素は上位に向かって増加

する傾向を示す．

　赤沢泥層の花粉群集ではFαg粥及びQμθrcαs属が

卓越し，Fα8・αS，一Lεp颯oわαZα肥S，UZmμS－Ze疏0ひα及

び・40εrの各（亜）属は上位に向かって減少する傾向を

示す．これに対して，Cッoめb配απqρsおは上位に向か

って増加する傾向を示し，cf．σαs厩ηqρs♂sは本層中

部で比較的高い出現率を示す（第7図）．このような植

物遺体及び花粉群集の変遷は，赤沢泥層堆積時における

気候の温暖化を示している．また，赤沢泥層からは少量

ながら，暖帯一亜熱帯気候を示唆する1鷹o如肌，野α一

〇hεZospεr㎜㏄mなどの花粉を産する．

　3）豊島砂礫層

　地層名：黒田（1958）の豊島砂層による．

　分布：赤羽根から新居に至る渥美半島遠州灘沿岸一
帯．

　層相：本砂礫層は主として砂層及び傾斜層理の発達す

る礫層からなり，水平方向への層相変化が著しい．

　西浜田以西の本層下部は，西北西一北東方向へ10－22。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんべ程度傾く傾斜層理の発達する礫層（黒田（1958）の神戸

礫層部層）からなる（第3図Loc。29及び30柱状図，

第4図Loc．32－36柱状図）．同部層はよく円磨された

中礫及び径10cm程度以下の大礫から構成され，田原

町東神戸付近では最大15m以上，浜田一百々付近では

6－7．5mの厚さを有する．礫種は伊古部礫層と類似し，

天竜川起源の砂岩，酸性火山岩，変成岩類，花商岩類及

びチャートなどからなる．

　神戸礫層部層の上位には，最大で20m以上の厚さが

ある塊状，あるいはまれに平行葉理が見られる中一細砂

層が重なる．砂層の上部には厚さ10－50cm程度の中礫

層の挟みが認められる．

　赤沢から西七根にかけての地域に分布する本砂礫層は，

塊状または平行葉理の見られる中r細砂層（しばしば中

礫を含む）と西一北東へ10－30。程度傾く傾斜層理の発達

する礫層一砂礫層からなる．厚さは最大で20mに達す

る．礫層一砂礫層は，神戸礫層部層と同様に天竜川起源

の礫から構成される．礫層の一部は下位の層準を削り込

んで堆積しており，西七根から海岸に下る道路沿いの海

食崖（付図A－1のLoc．51）では，北西方向に約30。

傾く基底を持っ礫層が赤沢泥層までを削り込んで堆積し

ている．

　細谷一西長谷付近に分布する豊島砂礫層は中礫が混じ

る中一細砂層を主体とし，10－15m程度の厚さがある．

基底部には厚さ20cm－2mの中礫層が存在する．また，

上部は頻繁に中礫層及び細礫一極粗砂層を挟み，礫層と

砂層の互層状を呈する．

　東部の新居付近に分布する本砂礫層は，中一細砂層か

らなる下部（厚さ約5m，基底に厚さ数10cmの礫層

を伴う）と礫層を頻繁に挟む中一粗砂層からなる上部

（厚さ約4－5m）に二分される（第6図Loc．70及び72

柱状図）．上部に含まれる礫層の一部は淘汰が悪く、河

成の可能性が高い．また，砂層中には厚さ数cmのシ

ルト層が数枚挟まれる．

　植物化石：豊島砂礫層下部は，赤沢泥層上部と同様に

qyoめわαZαηOPSおの花粉を多産するほか，Fα8聡や

cf．σαs厩ηopsおの花粉を産する（第7図）．

　（2）堆積環境の変遷

　城下一寺沢聞の開析谷の下方への削り込み量は25m

以上に達することから，二川累層の堆積後，少なくとも

25m以上の相対的海水準低下が起きたと推定される．

その後，海水準の上昇により開析谷は溺れ谷一入り江と

なり，そこに伊古部礫層及び赤沢泥層が堆積した．赤沢

泥層の植物遺体及び花粉化石群集に認められる上方温暖

化は，海水準の上昇と調和的である．

　その後，海水準はさらに上昇し，海域は開析谷の外側
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へ拡大し，外洋性の浅海域が形成された．このような浅

海域（主に沖浜環境）に天竜川に由来する礫質砕屑物が

頻繁に供給され，傾斜層理の発達する厚い礫層（神戸礫

層部層など）と浅海成砂層からなる豊島砂礫層が堆積し

たと考えられる．神戸礫層部層の傾斜層理及び礫種構成

から判断すると，同部層の堆積当時，神戸付近には西北

西一北東（現在の三河湾側）へ深くなる斜面が存在し，

天竜川の礫質デルタあるいは扇状地の末端がこの地域付

近にまで達していた可能性がある．

　堆積物の厚さから判断すると，田原累層堆積時の相対

的海水準上昇量は40m以上と推定される．豊島砂礫層

上部の堆積時には堆積環境が浅化し，東部の新居付近で

は河川成の可能性が高い淘汰の悪い礫層やシルト薄層を

挟む中一粗砂層が堆積した．

　3．3豊橋累層
　（1）層序及び層相

　豊橋累層は，高松付近や西浜田一寺沢間などでは開析

谷を伴う浸食面を境として田原累層の上に重なり，神戸

付近や東部の新居付近などでは田原累層を整合に覆う
　　　　　　　　　　となみ（第2図）．本累層の基底には豊南礫層が存在し，その上
　　たかまつ　　　　　てらさわ　　　　　　　わしづ
位には高松泥層・寺沢泥層及び鷲津泥層が離散的に分布
　　　　　　　　　　すぎやま　　　　　　　てんぱくばら
する．更にこれらを覆って，杉山砂層及び天伯原礫層が

広く分布し，天伯原礫層は天伯原面を形成する．

　1）豊南礫層

　地層名：黒田（1958）による．

　分布：赤羽根から新居に至る渥美半島遠州灘沿岸一
帯．

　層相：西浜田一寺沢間の開析谷底では，本礫層は河川

成と考えられる淘汰不良の中礫一大礫サイズの亜角礫一亜

円礫からなる．厚さは2－6m程度であり，礫層中には

豊川水系に由来する変成岩類，流紋岩類及び緑色岩の礫

が含まれる．百々以西の地域に分布する本層は30cm－3

m程度の厚さを有し，淘汰のよい中礫一細礫からなる．

　一方，細谷以東の地域に分布する本礫層は2－7m程

度の厚さがあり，比較的淘汰のよい中一大礫（海浜成の

偏平礫を伴う）からなるところが多いが，新居付近の

一部の露頭では淘汰不良の河成礫層からなる（第6図

Loc．71及び72柱状図）．

　2）高松泥層

　地層名：Hayasaka（1961）のTakamatsusiltfa－

ciesによる．

　分布：一色一大草間の開析谷内（第2及び3図）．

　層相：本泥層はシルト質中一細砂及び砂質シルトから

なり，少なくとも7m以上の厚さがある（下限不明）．

　本泥層は貝化石を多産し，下位より，各々Bα鰯偽パα

～0ηαZ‘S，1）OS‘痂ααη8認OSα，’1匠yαノαPO痂0α及び

ToηηαZ碗θOSめmαで代表される化石帯に区分される

（大炊御門，1933；土，1960a　l　Eayasaka，1962）．こ

のような貝化石群集の変遷は，内湾性の環境から外洋水

の影響をより強く受ける環境へ変化したことを示してい

る．

　植物化石：一色に分布する本泥層はMαo配厩s　T五μル

berg麗，σ伽αmom乱m臼ノαpo痂撒，．Fα8葛saE．

παッ説α2などの温暖な気候を示唆する植物遺体を産す

る（黒田，1967）．また，花粉化石群集ではFαg麗が

卓越し，1）ゆZO矧ZOηやLθp‘dobαZα砺Sなどを伴う

（第8図）．

　3）寺沢泥層

　地層名：黒田（1958）の寺沢砂質粘土層による．

　分布：西浜田一寺沢間及び長谷付近の開析谷内．

　層相：本泥層は主として砂質シルトー粘土質シルトか

らなり，最下部（豊南礫層との漸移部）に礫混じりの粗

砂や砂質シルト（バイオタベーションが認められる）を

伴う．また，一部では雲母質の細砂薄層を頻繁に挟み，

シルト層と砂層との細互層状を呈する．厚さは3－6m

程度である．伊古部付近の本層は，。4ηo而αe配ηθ几s‘s，

Aηαdαrα8・rαπosαなどの貝化石を産する．

　植物化石’寺沢泥層は。4疏麗ブqρ0痂0α，Fα8ωs　a仔．

∬αッ砿α2，（汐cZobαZαηops‘ssp．などの温和一温暖な

気候を示す植物遺体と共に，寒冷な気候を示唆する

Lαr㍍Kαθ肌ρ惚冠及び一列oεαMα短moω‘02πを産す

る（黒田，1967）．また，本泥層の花粉群集ではFαg聡

が卓越し，Lep掘ob配αη聡，z配泌sなどを伴う（第7

図）．下位の田原累層赤沢泥層中一上部に多産する0ッー

cめbαZαηOPSεSは少なく，全体として同泥層下部の群

集に類似する．

　4）鷲津泥層

　地層名：黒田（1966）の鷲津シルト層による．

　分布：浜名湖西岸の新居及び大倉戸付近から鷲津にか

けての地域（第2及び6図）．

　層相1本泥層は上述の寺沢及び高松泥層と異なり基底

に谷地形を伴わず，豊南礫層及びその上位の厚さ1－6m

程度の礫層を頻繁に挟む中一粗砂層（本報告では杉山砂

層に含める）の上に整合に重なる．本泥層は2－9mの

厚さを有し，主として塊状または平行葉理の発達する砂

質シルト及びシルト質細砂からなり，厚さ数cmの砂

質シルト層と砂層との細互層を伴う．シルトや砂層中に

はしばしば植物化石の破片が散在する．比較的大きな層

厚を有する鷲津付近では，シルト層中に砂層及び中礫層

を挟む（第6図Loc．73，74及び76柱状図）．
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分析：パリノ。サーヴェイ（株）．分析試料の採取層準は第3図のLoc．25柱状図参照．Loc．25の位置は付図A－1参照．

　本層はγεηerα：ρおひαr陀8・飢α，Rんαε蝕ッ0ん0んα一

mεηsオsなどの内湾生貝化石を産する（黒田，1966；礒

見・井上，1972）．

　植物化石：鷲津泥層はA玩esガrmα，Fαg麗a飢
Hαツαεαθ，AZπ乱sノαpoπ‘oα，P‘ημs．Armαη1（1‘，qy－

oZOわαZαηOPS‘s　sp．，pαZ‘ωrμSπ‘PpOη記μSなどから

なる温暖な気候を示唆する植物遺体群集を産する（黒田，

1966，1967）．

　5）杉山砂層
　地層名：黒田（1958）による．

　分布：赤羽根町若見から浜名湖東岸の新居及び鷲津ま

で，東西約37kmに亙って連続的に分布する．

　層相：西七根以西に分布する本層は8－20mの厚さを

有し，主として淘汰のよい中一細砂からなる．砂層中に

．は細礫及び径3cm以下の中礫が散在，あるいは厚さ数

cm－10cm程度の礫層として挟まれる．礫層の挟みは，

特に本層最上部（天伯原礫層との境界部付近）に多い．

一色付近では，本層下部及び最上部に厚さ3－10cm程

度のシルト層が数枚挟まれる（第3図Loc．20柱状図）．

　寺沢以東に分布する杉山砂層は，7－17m程度の厚さ

を持ち，中一細礫混じりの中一細砂層と主として中礫サイ

ズの円礫層（偏平礫を含む）から構成される．白須賀付

近では，特に礫層が卓越する（黒田（1967）の白須賀砂

礫層）．

　植物化石：大草及び赤羽根付近の本砂層上部は，温暖

な気候を示唆するハ4誠α。42edαZα漉，AZeω漉es　oor－

dα孟α，1Zθκcorη碗α，P‘砿sT勧ηberg‘‘，．Aわ‘θsガr一

肌αなどからなる植物遺体群集を産する（黒田，1967）．

　6）　天伯原礫層

　地層名：黒田（1958）による．

　分布：赤羽根から新居にかけての地域に連続的に分布

する．

　層相＝本層は東から西へ河成礫層から海浜礫層を経亡，

海浜砂礫一砂層へ変化する明瞭な層相変化を示す．

　浜名湖西岸の大倉戸から新居にかけての地域に分布す

る天伯原礫層は，淘汰の悪い中礫及び大礫サイズの円

礫一亜円礫からなる河成礫層であり，最大10m程度の

厚さを有する（第6図Loc．69及び71柱状図）．礫層

中には厚さ1m程度の細礫層，同1m以下の連続性の

悪い粗一中砂層が頻繁に挟まれる．また，礫層中の砂岩，

花南岩類，酸性火山岩類などの礫はいわゆる“腐り礫”

の性状を呈し，ハンマーの打撃によって比較的容易に壊
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れる．この地域の天伯原礫層は，礫種構成，礫の風化程

度及び層相の点で，浜名湖東岸域に分布する浜松累層の

鴨江礫層（古天竜川の扇状地成堆積物，後述）と酷似す

る．

　白須賀一南神戸間に分布する天伯原礫層は，下位より

杉山ほか（1987）の下部，中部及び上部礫層に相当する

3つの層準（各々，外浜，前浜，後浜の堆積物に比定さ

れる）に区分される海浜礫層からなり，7－10mの厚さ

を有する．下部礫層は主として中礫及び径10cm以下

の大礫から構成され，薄い砂層を挟む．厚さは1唱m

程度．中部礫層は径3cm程度以下の中礫層と細礫一極

粗砂層との互層，又は細礫層と中一粗砂層との互層から

なり，平行葉理が発達する．厚さは1－5m程度．上部

礫層は中礫サイズの淘汰のよい偏平礫からなる．上部礫

層は一般に赤色風化を受けており，もとの礫層の組織を

残している部分の厚さは1m以下のところが多い．

　西部の南神戸一高松付近の本礫層も同様に下部，中部

及び上部礫層に区分される海浜礫層からなるが，中部礫

層の粒度が東部の地域に比べて細かく，主として砂サイ

ズの粒子からなる．また，上部礫層の層準には成層構造

の不明瞭な淘汰のよい砂層が発達する（第3図）．砂層

は最大で約5mの厚さがあり，上部は赤色風化を受け

ている．

　（2）堆積環境の変遷

　一色一大草間，西浜田一寺沢間及び長谷付近の開析谷の

削り込みは深さ10m以上に達する．したがって，田原

累層堆積後，少なくとも10m以上の相対的海水準低下

が生じたと考えられる．開析谷底には初め河成礫層（豊

南礫層）が堆積した．その後，海水準の上昇により開析

谷は溺れ谷一入り江となり，そこに高松及び寺沢泥層が

堆積した．東部の鷲津一新居付近では，海水準の上昇に

伴って河床・氾濫原から礫浜環境へ変化し（豊南礫層堆

積期），さらに一部礫混じりの中一粗砂層及び鷲津泥層の

堆積場へと変化した．

　鷲津泥層は下底に谷地形を伴わず，その堆積環境は寺

沢及び高松泥層とは異なっていたと考えられる．廣木・

木宮（1990）は鷲津泥層とその下位の砂層の詳細な層相

解析を行い，両層の堆積環境を各々，ラグーンー潮汐低

地と塩水性湿地に比定している．

　その後の海水準上昇により海域は開析谷の外側へ拡大

すると共にラグーンは沈水し，外洋性の浅海環境が形成

され，杉山砂層が堆積した．浅海域東部では下位の田原

累層と同様に，天竜川起源の礫質砕屑物がしばしば供給

され，黒田（1967）の白須賀砂礫層が形成された．その

後，天竜川の扇状地一礫質デルタが新居付近まで前進し，

大量の礫質砕屑物が西方の浅海域に供給され，天伯原礫

層が堆積したと考えられる．同礫層は海水準の低下ある

いは隆起によって離水し，赤羽根から新居にかけての地

域ではより新しい海進一海退堆積サイクルによって覆わ

れることなく，その堆積面を高位段丘面として保存し現

在に至っている．堆積物の厚さから判断すると，豊橋累

層堆積時の相対的海水準上昇量は35m以上と推定され

る．

　3．4福江累層
　（1）層序及び層相

　福江累層（新称1黒田（1975）の福江礫層に相当）は，

天伯原面より低位の福江面（石川・太田，1967）を構成

する堆積物であり，渥美半島の遠州灘沿岸では赤羽根町

中村以西に分布する．

　中村及び赤羽根西方の本累層下底には，下位の豊橋累

層を削り込む開析谷が存在する．また，越戸付近には，

秩父帯のチャート層中に形成された開析谷が認められ

る．

　　　　　　　　　　　　　　　あかば　ね　福江累層は，これらの開析谷を埋積する赤羽根泥層と

　　　　　　　　　　　　　　　わかみ同層を整合に覆うと共に福江面を形成する若見礫層に二

分される（第9図）．

　1）　赤羽根泥層

　地層名：新称．

　模式地：赤羽根町中村（第9図及び付図A－1のLoc．
15）．

　層相：本層は砂質シルトーシルト質細砂からなり，中

村の開析谷では最大で約10mの厚さがあると推定され

る．本層最下部には，主として5cm以下の中礫からな

る礫層（厚さ1略m）が存在する．本泥層の中一下部に

はバイオタベーションが認められ，植物遺体が頻繁に挟

まれる．また，中村の開析谷では，本層上部に二枚貝の

雌型化石が含まれる．

　植物化石：本泥層はM誠αA2θdαrα疏，MαZZo伽s

∫αpo痂砿s，S¢ρ彪m　seわがθ剛m，πθ劣com撹α，

Aわ‘2s万rmα，P♂肥s　T加η加r8あなどからなる植物遺

体群集を産する（黒田，1967）．群集中には乾燥気候に

耐え得る種が目立ち，温暖で雨期と乾期が存在する気候

が示唆される（黒田，1967）。

　花粉群集ではD‘pZo劣lyZoπ及びFα8’μsが卓越し，

一Lθがdoわ認αη聡や。弔ηαsなどを伴う（第10図）．

　2）若見礫層
　地層名：新称．

　模式地：赤羽根町若見（第9図及び付図A－1のLoc．
8）．

　層相：本層は海浜（砂）礫層からなり，5尋m程度
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分析：パリノ・サーヴェイ（株）．分析試料の採取層準は第9図のLoc．15柱状図参照．Loc．15の位置は付図A－1参照．

の厚さを有する．本礫層は天伯原礫層と同様に，下位よ

り下部，中部，上部の3層準に区分される（第9図）．

下部層は1－3．5m程度の厚さがあり，主として中礫及

び径10cm以下の大礫から構成される．中部層は1－2

m程度の厚さを有し，平行葉理の発達する中礫層と中一

粗砂層との互層，又は平行葉理（一部，斜交葉理）の発

達する中礫混じりの中一粗砂層からなる．上部層は最大

で4m以上の厚さを有し，主として淘汰のよい中一粗砂

一89一
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からなり，最下部に偏平礫を伴うことを特徴とする．砂

層の上部は風化及び土壌化が進んでいる．越戸付近では，

小河川の河道埋積堆積物と推定される淘汰の極めて悪い

河成礫層が上部層を削り込んで堆積している（第9図

1。oc．1，3及び5柱状図）。

　（2）堆積環境の変遷

　福江累層の堆積過程は，渥美層群の各累層と同様に低

海水準期の開析谷の形成に始まり，海水準上昇期の開析

谷充填堆積物（赤羽根泥層）の堆積とその後の高海水準一

海水準低下期の海浜堆積物（若見礫層）の堆積からなる．

しかし，本累層では渥美層群の各累層の主体を占める浅

海（沖浜）成の砂質堆積物が欠如している．これは，渥

美半島南岸の福江累層が広い海岸平野を欠く磯浜海岸の

堆積物であるためと考えられる．

　3．5浜松累層
　（1）層序及び層相

　　　　　　　　　　　　　　　　　みやこだ　浜松累層は，武藤（1987）により下位から，都田礫層，
てんまびら　　　　　ほそえ　　　　　　さはま　　　　　　　かもえ

天満平泥層，細江礫層，佐浜泥層及び鴨江礫層に区分さ

れている．このうち，天満平泥層と佐浜泥層は海成の泥

質堆積物であり，都田，細江，鴨江の各礫層は河成の礫

質堆積物である．ただし，細江礫層の中部には部分的に

海成泥層が挟まれ，これを含めると浜松累層には3層準

に海成泥層が発達する（第11図）．なお，細江礫層は，

この海成泥層の上限及び下限を境として3っの独立した

層序区分単位に分割することが可能であるが，本稿では

個々の層序区分単位の命名は行わず，これらを各々細江

礫層の下部礫層，中部泥層及び上部礫層と呼ぶ．

　1）都田礫層

　地層名：武藤（1987）による．

　分布：三方が原台地北縁部．

　層相：本層は細江町天満平付近では8m以上の厚さ

（下限不明）がある．天満平北方では，本層の下部4m

は淘汰の悪い中礫及び径15cm以下の大礫を主とする’

河成礫層からなり，厚さ数10cmの砂層を挟む．この

ような礫層の上に，厚さ約1m，一部中礫混じりの中一

細砂層が重なり，更にその上に，上方細粒化を示す砂基

質の礫層ないし礫混じり砂層（厚さ約3m）が重なる

（第11図Loc．93柱状図）．
　　てんまびら
　2）天満平泥層

　地層名：武藤（1987）による．

　分布：都田川中流域から浜名湖畔の細江町伊奈にかけ

ての三方が原台地北西縁部．

　下位層との関係：都田礫層上部の上方細粒化を示す礫

層の上に整合に重なる．

　層相：本層は天満平付近では5－6mの厚さがあり，

下部は上方細粒化（極粗砂→細砂）を示す砂層，上部は

砂質シルトーシルト質細砂層からなる．これより西方の

細江町岡ノ平から伊奈にかけての地域では8m以上

（下限不明）の厚さがあり，主として砂質シルトから構

成される（第11図）．また，下位層（シルト層）を削り込

むトラフ状の下底を有する砂層及び礫層（厚さ50cm－1
　　　　　　　　　　　　　かなさしm程度）を伴う．都田川北岸の金指（付図A－2参照）

東方には本層の北方延長と考えられる砂質シルト層が分

布し，Bα痂臨冠αm協びor而s，丁漉orα伽わr‘cαな

どを含む内湾生一河口生の貝化石群集を産する（礒見・

井上，1972）．

　植物化石：都田川南岸の細江町瀬戸（付図参照）付近

に分布する天満平泥層は，．P加μs　cf．z4rmαη漉，。4肋ωs

∫αpoηεoα，　Fα9μs　sp。，ZεZんoひαsp，PαZεμr乱sηな）一

．ρo痂oμs，Trαpαなどの植物遺体を産する（粉川，1964）．

また，伊奈付近に分布する本泥層は，Dゆめ劣lyめη，

Fαg麗，Taxodiaceae，丁飢gα及び。4Zη麗が卓越す

る花粉群集を産し，下位の試料中には∬¢ρめκ郵oηの

花粉が比較的高率に含まれる（第12図）．

　3）細江礫層

　地層名：武藤（1987）による．

　分布；調査地域内では都田川流域から伊奈にかけての

地域に分布する．

　下位層との関係：下位の天満平泥層とは明瞭な境界を

もって接する．また，天満平泥層に挟在するH：a－2火

山灰層（後述）の高度分布から判断すると，本礫層は細
　あぷらでん
江町油田一伊奈問では同火山灰層を含む天満平泥層上部

を削り込んでいると推定される（第2及び11図）．

　層相：本礫層は10－14mの層厚を有し，下位より下

部礫層，中部泥層及び上部礫層に三分される（第11図）．

　都田川流域に分布する下部礫層は主として淘汰の悪い

中礫及び径10cm以下の大礫からなり，1．5－6mの厚

さがある．伊奈付近の下部礫層は3－4mの厚さがあり，

下部の淘汰の悪い中礫層から上部の礫混じり粗砂層へ上

方細粒化を示す（第11図Loc．88柱状図）．

　中部泥層は下部礫層から漸移し，一部礫混じりのシル

ト層及び礫混じりの細一粗砂層からなる．多くの露頭で

は1－4mの厚さがあるが，細江町油田のLoc．90では

本層を欠き，下部礫層（中礫層）の上に上部礫層（大礫

層）が直接重なる（第11図）．

　上部礫層は中部泥層の上に明瞭な境界をもって重な

る．本層は杢7mの厚さがあり，主として淘汰の悪い

中礫及び径10cm以下の大礫からなる．
　　　　ほう　だ
　細江町祝田（付図A－2参照）の細江礫層からは，

．PαZαθoZOκodoπηα乱mαηπ‘の化石が報告されている
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　第12図　浜松累層の天満平泥層（Tem－1－Tem－4）及び佐浜泥層（Sa－1－Sa－9），並びに三方が原累層山崎泥層（Ya－1－Ya－5）の花粉分析結果

Fig．12　Pollen　diagrams　of　the　Tenmabira　Mud　Bed（Tem＿1to　Tem＿4）and　Sahama　Mud　Bed（Sa＿1to　Sa－9）of　the　Eamamatsu　Formation　and

　　　　of　the　Yamazaki　Mud　Bed（Ya＿1to　Ya－5）of　the　Mikatagahara　Formation．

　　　　分析：パリノ・サーヴェイ（株），分析試料の採取層準は第11図のLoc．82及び88柱状図並びに第13図Loc．77柱状図参照．Loc．77，82及び88の位置は付図A－2参照．
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（小林，19641礒見・井上，1972）．小林（1964）の柱状

図に基づくと，その産出層準は上部礫層と推定される．

　三方が原台地南西縁の浜松市庄和町では，佐浜泥層の

下位に淘汰の悪い河成中一大礫層が分布する．この礫層

にっいては確実な対比の根拠は存在しないが，武藤

（1987）が指摘しているように，細谷礫層と同時期の堆

積物である可能性がある．

　4）佐浜泥層

　地層名：土（1960b）による．

　分布：三方が原台地の開析斜面に広く分布する．

　下位層との関係：北部の都田川流域から伊奈にかけて

の地域では細江礫層の上に整合に重なる．浜松市呉松町

より南の地域では細江礫層が分布せず，また，南北両地

域にまたがる火山灰層が存在しないため，佐浜泥層と細

江礫層以下の層準との関係は明らかでない．

　層厚：本層の厚さは呉松町付近では18m以上，南部

の浜松市古人見，村櫛及び入野付近では12mまたはこ

れ以上に達する．一方，北部の都田川流域では厚さ2－10

m程度と薄くなる（第11図）．

　層相：本層は主として砂質シルトーシルト質細砂と粘

土質シルトからなり，シルトと細砂の細互層，砂層及び

礫層を伴う．北部の伊奈及び岡ノ平付近では，本層下部

に植物遺体の密集帯（厚さ数10cm）が挟まれる．本層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　と　ろ上部には厚さ1－5m程度の砂層（武藤（1987）の志都呂

砂層）が認められることがある．同砂層は主として淘汰

のよい中一細砂からなり，一部では最上部（鴨江礫層と

の境界部）にシルト層又はシルトと細砂の細互層を伴う．

呉松町付近（Loc．85）では，本砂層中に多量の植物遺

体を含む礫混じりのシルトー細砂層がレンズ状に挟まれ

る．

　佐浜泥層はIT漉orα地わr‘Cα，Rαe厩ッ0ん0んαmεπ一

S‘S，DOS‘η‘ααη8αZOSα，Aπαdαrαgrαη，OSαなどで

代表される内湾生貝化石群集及び，S孟陀わ認α8わεccα痂

ゆ認α，硯p配痂砿moZα∂α加mなどを主とする汽水生

底生有孔虫化石群集を産する（小林，1964；礒見・井上，

19721千堆，．1964）．また，浜松市佐浜，古人見，西彦

尾及び神ケ谷（付図参照）の本層からは，PαZαεoZO劣odoη

παひmαπ痂の化石を産する（小林，1964；礒見・井上，

1972）。

　植物化石：佐浜泥層は，P加μs　T加η加rg麗，MεZεα

．A2ε伽αeん，Sα御msθわびε配m，Sα御伽7加んμ一

rOSS‘，σツcZOわαZαηOPS‘S8伽α，Pα伽侃Sη卯0η一

記μs，Lα8ersむroθm如sp．などからなる暖帯性植物遺

体群集を産する（粉川，1964；小林，1964）．また，佐

浜泥層の花粉群集では，DゆZo劣ッZoη，So‘αdopε砂s，

Fαg聡，Taxodiαceae，AZη聡などが比較的高率に出

現し，Lαgεrs”oem‘αを伴う（第12図）．

　5）鴨江礫層

　地層名：武藤（1987）による．

　分布：三方が原台地の開析斜面上部に広く分布する．

本層は大部分の地域で三方が原礫層に覆われるが，既述

のように同台地南東端の浜松市鴨江付近には東鴨江面

（土，1960b）又は鴨江面（小林，1964）と呼ばれる本

層の堆積面が存在する．

　下位層との関係：本礫層は佐浜泥層の上に明瞭な境界

をもって重なるが，その基底面は平坦であり，開析谷状

の顕著な凹凸は観察されない．

　層相：本礫層は5－10m程度の厚さを有し，主として

中礫及び大礫（人頭大の礫を含む）から構成される．礫

層には不明瞭な傾斜層理及び斜交層理が認められ，まれ

に厚さ数10cm－1m程度のレンズ状砂層を伴う．鴨江

礫層の礫は三方が原礫層の礫に比べて風化が進んでおり，

“腐り礫”の性状を呈する．また，礫層の最上部（三方

が原礫層の直下）に赤色風化殻が認められるところがあ

る．

　（2）堆積環境の変遷

　天満平泥層及び佐浜泥層は，既述のように汽水生の化

石を産することから，現在の浜名湖のようなラグーンな

いし内湾（古浜名湖）の堆積物と考えられる．また，最

上位の鴨江礫層は平坦な基底を持ち，三方が原台地全域

に連続的に分布することから，古天竜川の扇状地成堆積

物と考えられる．一方，都田礫層及び細江礫層は都田川

流域に分布し，鴨江礫層よりも礫の淘汰及び円磨度が悪

いことから，古都田川の氾濫原堆積物と推定される．

　都田川流域の浜松累層には，都田礫層一天満平泥層，

細江礫層の下部礫層一中部泥層，細江礫層上部礫層一佐浜

泥層の3っの上方細粒化（河成礫層→海成泥層）堆積サ
　　　　　　　　　　　　　ほうだ　　　　しもき　が
イクルが認められる．現在の細江町祝田から下気賀にか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いなさけての都田川下流域（付図A－2参照）は，浜名湖（引佐
ほそえ

細江）に連続する標高5m以下の低湿地となっている．

浜松累層に認められる3っの上方細粒化堆積サイクルは，

現在の都田川下流域一引佐細江と同様な環境下で，河成

礫層の堆積と海成（汽水成）泥層の堆積が繰り返される

ことにより形成されたと推定される．

　海成泥層の堆積を引き起こした要因としては，海水準

あるいは湖水準の上昇，地盤の沈下などが考えられる．

既述のように佐浜泥層は温暖な気候を指示する動植物化

石を産することから，その堆積は海水準の上昇により引

き起こされた可能性が高い．天満平泥層及び細江礫層中

部泥層の堆積も海水準の上昇により引き起こされたと見
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なした場合には，浜松累層の堆積期間中に3回の海水準

上昇があったと考えられる．

　鴨江礫層は前述のように古天竜川の扇状地成堆積物と

考えられ，その堆積機構は武藤（1987）による三方が原

礫層（より新しい古天竜川の扇状地成堆積物，後述）の

堆積機構がそのまま適用できると考えられる．すなわち，

高海水準期（佐浜泥層堆積期）に古天竜川の主河道（武

藤（1987）のa型開析谷）の埋積が進み，ついには河

流が主河道から溢れ出て古浜名湖の上に扇状地を形成し，

礫質砕屑物を堆積させたと考えられる．

　3．6　三方が原累層

　（1）層序及び層相

　三方が原累層の基底には，下位の浜松累層を削り込む

開析谷（武藤（1987）のb型開析谷）が存在する．本
　　　　　　　　　　　　やまざき　　　　　　　むらくし
累層はこれらの開析谷を埋積する山崎泥層及び村櫛砂層

と同砂層の上に整合に重なると共に，浜松累層を広く覆
　　　　　　　　　みかた　　はら
い三方が原面を形成する三方が原礫層に区分される（第

2及び13図）．

　1）山崎泥層

　地層名：新称．本層は武藤（1987）の村櫛砂層下部の

砂質泥層及びシルト層に相当する．

　模式地：雄踏町山崎（付図A－2のLoc。101）．

　分布：武藤（1987）によると，浜名湖東岸の浜松市村

櫛一舘山寺北東方，佐浜，入野及び雄踏町山崎付近に存

在する幅1km未満の4つの細長い開析谷内に分布す
る．

　層相：本層は主として塊状，均質なシルトー砂質シル

トからなり，最上部はシルト混じり細砂となる（第13

図）．層厚は9m以上（下限不明）に達する．本層中・

下部には二枚貝の雌型化石が散見されるほか，有孔虫及

びD加o弗αgθzzα陀の化石が含まれる．

　植物化石：村櫛付近の本層は窺pZo矧めπ，Fα8μs，

σαsめηeα，Scめdop‘妙sの花粉を比較的高率に産し，一

qyOZOわαZαηOpS‘S，qα訂απOpS‘S，∬¢pZOκlyZOηなど

の花粉を伴う（第12図）．

　2）村櫛砂層

　地層名：武藤（1987）による．本層は武藤（1987）の

村櫛砂層主部に相当する．

　下位層との関係：下位の山崎泥層の上に整合に重な

る．また，武藤（1987）によると，本層は侵食面（波食

面）を介して浜松累層を直接不整合に覆う．

　層相：本層は10－13mの厚さを有し，主として淘汰

のよい中砂からなる．本砂層中一下部は明瞭な堆積構造

を示さない場合が多いが，平行葉理及び低角度の斜交葉

理が観察される露頭もある．本砂層上部には厚さ数cm一
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　第13図　三方が原累層の柱状図

A　typical　columnar　section　of　the　Mikata＿

gahara　Formation　obtained　at　Loc．77．

Loc．77の位置は付図A－2参照．

20cm程度の中礫層が頻繁に挟まれ，平行葉理及びト

ラフ型斜交葉理が認められる．

　3）三方が原礫層

　地層名：小林（1964）による．

　分布：本層は三方が原台地の表層部に広く分布し，三

方が原面を形成する．また，本礫層相当層は天竜川東岸

の磐田原台地及び浜名湖西岸の新所原台地にも広く分布

し，磐田原面及び新所原面を形成する．これらの段丘面

は天竜川河口を挟んで南に開いた扇状の分布形態を示す

ことから，古天竜川の隆起扇状地面と考えられる．
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下位層との関係：本層は村櫛砂層の上に整合に重なる

と共に，浜松累層を不整合に覆う．

　層相：調査地域内の三方が原礫層は5－7m程度の厚

さを有し，主として大礫及び中礫から構成される．礫層

には斜交層理及び傾斜層理が発達するほか，大礫を多く

含む層準には明瞭な覆瓦構造が認められることがある．

礫層中には厚さ数10cmの極粗砂一中砂層が頻繁に挟ま

れるが，側方への連続性は良くない．

　（2〉堆積環境の変遷

　三方が原累層の堆積過程は，低海水準期の開析谷の形

成に始まり，海水準上昇期の開析谷内における山崎泥層

の堆積，高海水準期の村櫛砂層の堆積（波食台の形成を

伴う），及びそれに続く古天竜川の扇状地成礫層（三方

が原礫層）の堆積からなる．三方が原礫層の堆積は，武

藤（1987）が指摘しているように，高海水準期に古天竜

川の主河道（武藤（1987）のa型開析谷）が埋積され，

その周囲に大規模な扇状地が形成されたためと考えられ

る．

4、火山灰膿

　本章では，渥美層群及び浜松累層に挟在する火山灰層

の挟在層準・分布・産状及び岩石学的特徴について記載

する．なお，重鉱物組成分析及び火山ガラス。斜方輝石

及び角閃石の屈折率測定は水野清秀氏に行って頂いた．

また，火山ガラスの形状分類は，吉川（1976）の3分法

（多孔質型，中間型及び偏平型）に従った．

　4．1渥美層群の火山灰層

　渥美層群には，少なくとも以下に述べる5層の火山灰

層が挟まれる．このうち，At－4を除く4層の火山灰層

にっいては，既に黒田（1966，1967）により，その存在

と挟在層準が報告されている（ただし，火山灰層の命名

はなされていない）．また，At－3火山灰層とAt－5火山

灰層の岩石学的特徴については，各々，町田ほか（1980）

及び礒見・井上（1972）によって概略が報告されている．

　1）　At－1火山灰層

　分布及び挟在層準：久美原一浜田付近の細谷砂層上部．

　産状及び岩石学的特徴：厚さ3－10cm，シルト質の細

粒火山灰層．生物の巣穴痕と推定される径1－2cm程度

の穴（砂によって充填されている）が多数見られるとこ

ろが多い．粘土化が著しく，構成粒子はほとんど残っで

いないが，多孔質型ガラスの細片及び角閃石が検出され

た．

　2）　At－2火山灰層

　分布及び挟在層準：細谷から新居にかけての細谷砂層

最上部一新居泥層下部．

　産状及び岩石学的特徴：厚さ5－25cm程度，シルトー

細砂サイズの粒子を主とするガラス質火山灰層．多孔質

型及び偏平型の火山ガラスを含み，重鉱物では角閃石が

多く，斜方輝石及び単斜輝石を伴う．ガラスの屈折率は

1．505－1．506，斜方輝石の屈折率（γ）は1．711－1．716

である（第1表）．本火山灰層は粘土化が著しいところ

ではAt－1火山灰層に酷似した層相を呈し，両者の挟在

層準もほぼ等しい．したがって，At－1火山灰層とAt－2

火山灰層とは同一火山灰層の可能性がある．

　3）　At－3火山灰層

　分布及び挟在層準：西七根から西浜田にかけての赤沢

泥層下部．

　産状及び岩石学的特徴：厚さ1－L5cm程度，中砂一

粗砂サイズの含ガラス結晶質火山灰層の2枚組．上下の

火山灰層の間隔は2－6cm程度．角閃石を多く含み，黒

雲母，斜方輝石及び多孔質型の火山ガラスを伴う．ガラ

スの屈折率は1．505－1．507である．

　4）　At－4火山灰層

　分布及び挟在層準：寺沢付近（Loc．54）の豊島砂礫

層下部．

　産状及び岩石学的特徴：砂層中に長径数mmの砕屑

片として散在するシルト質火山灰．約20cmの間隔を

おいて2層準に挟在する．粘土化が著しく，構成粒子と

断定できる鉱物片はほとんど残っていない．なお，同様

の産状を呈する2枚組の火山灰層が新居北西方（Loc．

72）の豊島砂礫層中に認められる．

　5）　At－5火山灰層

　分布及び挟在層準：浜名湖西岸の新居一鷲津付近に分

布する．新居付近では鷲津泥層上部，鷲津付近では同泥

層下部に挟まれる（第6図）．

　産状及び岩石学的特徴：厚さ1mm－5cm程度の粘

土化した軽石質火山灰層．軽石粒（稀に，酸化鉄皮膜の

仮像として認識できる）の直径は3－5mm程度である．

自形の褐色角閃石を多量に含み，斜方輝石を伴う．火山

ガラスの保存は良くないが，多孔質型のガラスを含む．

斜方輝石の屈折率（γ）は1．703－L709，角閃石の屈折率

（n2）は1。695－1．700である（第1表）．

　4．2　浜松累麟の火山灰麟

　浜松累層には，少なくとも以下に述べる8層の火山灰

層が挟まれる．同累層中に挟在する火山灰層の分布にっ

いては，礒見・井上（1972）によって詳細な報告がなさ

れている．礒見・井上（1972）のH－1火山灰層は，本

報告のHa－6火山灰層に相当すると推定される．また，

H－2火山灰層は本報告のHa－1，Ha－2，Ha－5及びAt－

5火山灰層を併せたものに相当する．Ha－2，Ha－5及び
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　第1表渥美層群に挾在する火山灰層リスト
Table　l　List　of　volcanic　ash　layers　intercalated　in　the　Atsumi　Group．

火山灰　挾在層準　　厚さ（cm）　　粒　度　　ガラス／
層名　　　　　　　　　　　　　　　　結晶粒比

ガラスの　　重鉱物
形　　状

屈　　折　　率

ガラス 斜方輝石　角閃石
　（7）　　（n2）

At－5　豊橋累層　　　max．5　　　c　　　　？
　　　鷲津泥層　　　　　　　　　（パミス）
　　　　　　　　　　　　　（粘土化）

At－4　田原累層　　　砂層中　　　　c　　　　　？
　　　豊島砂層　　　に散在　　　（粘土化）

At－3　田原累層全体で5－8（1－　　m－c　　　vC
　　　赤沢泥層1．5cmの火山
　　　　　　灰2枚組）
At－2　二川累層　　　5－25　　　　f－m　　cV－V
　　　新居泥層

Atτ1　二川累層　　　max。10　　　f　　　　？
　　　細谷砂層　　　　　　　　　（粘土化）

T　　brown　Hb＞Opx

？ Hb？

THb＞Bi，Opx1．505－1．507

1．703－1．709　1．695－1．700

T≧C　　 Hb＞Opx＞Cpx　　1．505－1．5061．711－1．716

T？ Hb

粒度；c：中砂サイズ以上，m：極細砂一細砂サイズ，f：シルトサイズ．ガラス！結晶粒比；V：ガラス質火山灰（火山ガラス片が75％以上），cV：

含結晶ガラス質火山灰（同75－50％），vC：含ガラス結晶質火山灰（同50－25％），C：結晶質火山灰（同25％以下），．ガラスの形状；T：多孔質型，

C二中間型，H　l偏平型．重鉱物l　Bi＝黒雲母，Hb二角閃石，brown　Hb：褐色（酸化）角閃石，Opx：斜方輝石，Cpx：単斜輝石．屈折率測定

（RIMS87温度変化法）は水野清秀氏による．

Ha－6火山灰層の岩石学的特徴については町田ほか

（1980）の報告がある．

　1）　Ha－1火山灰層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あぷらでん
　分布及び挟在層準：都田川流域の岡ノ平から油田に

かけての天満平泥層下部．

　産状及び岩石学的特徴：厚さ10－20cm程度の軽石質

火山灰層．軽石の大きさは径数mm－1cm程度．油田

南方のLoc．90では，75cm間隔の2層の同一層相及

び組成の軽石層（厚さ20cm及び15cm）からなる．

最大長2mm程度の自形の褐色角閃石を多量に含み，

斜方輝石を伴う．火山ガラスは多孔質型が多く，中間型

を伴う．火山ガラスの屈折率は1．519－1．526，斜方輝石

の屈折率（γ）は1．701－1．707，角閃石の屈折率（n2）

は1．694－L701である（第2表）．

　2）Ha－2火山灰層

　分布及び挟在層準：都田川流域の岡ノ平から浜名湖畔

の伊奈にかけての天満平泥層上部岡ノ平（Loc．92）

では，Ha4の約6m上位に挟在する．

　産状及び岩石学的特徴：厚さ15－25cmのシルトー細

砂サイズのガラス質火山灰層．一般にやや赤味（小豆色）

を帯び，直上に二次堆積物（火山灰混じりのシルト層）

を伴うことが多い．火山ガラスは多孔質型と中間型を含

み，少量含まれる重鉱物は多い順に，斜方輝石，単斜輝

石，角閃石である．ガラスの屈折率は1．509－1．518，斜

方輝石の屈折率（γ）は1．705－1．712である。

　3）　Ha－3火山灰層

　分布及び挟在層準：油田南方のLoc．89に分布する

細江礫層の中部泥層．

　産状及び岩石学的特徴：厚さ約10cmの細砂一シルト

サイズの火山灰層．ほぼ等量の火山ガラスと結晶粒を含

む．火山ガラスは中間型（bubble　wall型）のものが

多く，偏平型を伴う．重鉱物は角閃石が多く，斜方輝石，

単斜輝石及び黒雲母を伴う．火山ガラスの屈折率は

1．497－1．501である．斜方輝石の屈折率（γ）は1．703－

L728と幅が広く（第2表），1．705－1．707，1．714－1．717

及び1．724－1．728付近に分布の山を持っ三峰型（trim－

oda1）の分布を示す．

　4）Ha－4火山灰層

　分布及び挟在層準：村櫛から佐浜，古人見を経て佐鳴

湖周辺に至る地域の佐浜泥層中部．上述のHa－1－Ha－3

火山灰層との上下関係は不明である．

　産状及び岩石学的特徴：最大層厚1cm程度の中一粗

砂サイズのガラス質火山灰層．中間型（bubblewall

型）の火山ガラスを多量に含み，多孔質型ガラスを伴う．

重鉱物としては斜方輝石を少量含む．ガラスの屈折率は

1．497－L505，斜方輝石の屈折率（γ）は1．703－L710

である．

　5）　Ha－5火山灰層

　分布及び挟在層準：村櫛から佐浜，古人見を経て砂鳴

湖周辺にかけての佐浜泥層中部．Ha－4火山灰層の0．6－

1．3m上位．

　産状及び岩石学的特徴：厚さ2－5cm，細砂一粗砂サイ

ズの結晶質火山灰層．角閃石を多く含み，斜方輝石を伴

う．少量含まれる火山ガラスは多孔質型が多く，中間型

を伴う。ガラスの屈折率は1．505－1．508，斜方輝石の屈

折率（γ）は1．701－1．707である．また，町田ほか（1980）
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渥美半島一浜名湖東岸地域の中部更新統（杉山雄一）

　　第2表浜松累層に挾在する火山灰，層　リ　ズト
Table2　List　of　volcanic　ash’layers　intercalated　in　the　Hamamatsu　Formation．

誉山砦挾在層準厚さ（・m）粒度　編誠 ガラスの
形　　状

屈　　折　　率

重鉱物 ガラス 斜方輝石　角閃石
（7）　　　（n2）

Ha－8　鴨江礫層　全体で3－5（0．5
　　　　　　　　－1cmの火山
　　　　　　　灰2枚組）

Ha－7　佐浜泥層　　　　　0．5
　（Ha－6の約1m上位）

Ha－6　佐浜泥層　　　　3－10

Ha－5　佐浜泥層　　　　2－5
　（Ha－4の0．6－1．3m
　上位）

Ha－4．佐浜泥層　　　max．1

Ha－3　細江礫層　　　　10

Ha－2　天満平泥層　　15－25
　（Ha－1の約6m上位）

Ha－1同上　 max．20

　f
（粘土化し
ている）

f－m

　　
（蟻卵状）

m－C

m－C

m－f

f－m

　む
（パミス）

？

vC

vC

？

T

T》C

C－vC　　T》C

　V　　　C＞T
cV－vC　　C≧H

　V　　　T＞C

Hb

Hb》Bi　　　1．522－1，530

Hb》Opx　　1．506－1．514 1．678－1．688＊

Hb》Opx1．505－1，5081．701－1．707L672－11676＊

　　Opx　　　　1．497－1．505　L703－1。710・

　Hb＞Opx，　　1．497－1．501　1．703－1．728

　Cpx，Bi
Opx＞Cpx＞Hb1．509－L518　L705－1，712

cV－vC　　T》C　brown　Hb＞Opx1．519－1．5261．701－1．7071．694－1。701

（大部分，粘土化）

表中の略号説明は第1表参照．屈折率測定（RIMS87温度変化法）は水野清秀氏による，＊は町田ほか（1980）による値。

によると，角閃石の屈折率（n2）は1．672－1．676であ

る．なお，浜松市庄和町のLoc．82に分布する本火山

灰層にっいては，0．39±0．04Maのフィショントラッ

ク年代が得られている（土（1984）及び西村　進，土

隆一両氏私信）。

　6）　Ha－6火山灰層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　ぷ　み
　分布及び挟在層準：三方が原台地南西縁の山崎一宇布見

（付図A－2参照）付近の佐浜泥層．筆者の調査では，

Ha－5火山灰層との上下関係は確認できなかった．山崎

北方（Loc．80）におけるHa－6火山灰層の挟在層準

（標高約17m）は，その約1．5km北の古人見（Loc，

83）付近におけるHa－5火山灰層の挟在層準（標高約

13m）よりも4m程高い．この点からは，Ha－6火山

灰層の方がより上位の層準に挟在する可能性が高い．し

かし，礒見・井上（1972）によると，古人見南部の露頭

（現存しない）では，H－2火山灰層（Ha－5）の約5m

下位に，H－1火山灰層（岩石学的特徴の記載からHa－6

の可能性が高い）が挟まれる．したがって，礒見・井上

（1972）の記述に依拠した場合には，Ha－6火山灰層は

Ha－5灰層よりも下位の層準に挟在することになる．

　産状及び岩石学的特徴：厚さ3－10cm程度の極粗砂一

細礫サイズの含ガラス結晶質火山灰層．蟻の卵状を呈し，

火山灰層直上のシルト層中にも散在する．火山ガラスは

多孔質型が多く，中間型を伴う．重鉱物では角閃石を多

く含み，斜方輝石を伴う．ガラスの屈折率は1．506－

1．514である．また，町田ほか（1980）によると，角閃

石の屈折率（n2）は1．678－1．688である．

　7）　Ha－7火山灰層

　分布及び挟在層準：山崎北方のLoc．80に露出する

佐浜泥層．Ha－6火山灰層の約1m上位．

　産状及び岩石学的特徴：厚さ約0．5cmのシルト質火

山灰層．角閃石を含み，多孔質型ガラス及び黒雲母を伴

う．ガラスの屈折率は1．522－L530の高い値を示す．

　8）　Ha－8火山灰層

　分布及び挟在層準：山崎北方のLoc．81に露出する

鴨江礫層上部．

　産状及び岩石学的特徴：厚さ0．5－1cmの粘土化した

火山灰層の2枚組．上下の火山灰層の間隔は2－4cm．

水洗した試料中には新鮮な角閃石が認められるが，本火

山灰層の構成粒子であるかどうか断定できない．

5．海進一海退堆積サイクルと古植生変遷

　5．1渥美腰群と浜松累屡の対比

　（1）火山灰層による対比

　豊橋累層下部の鷲津泥層に挟在するAt－5火山灰層と

浜松累層天満平泥層下部に挟在するHa－1火山灰層と

は，ともに軽石質火山灰層であり，褐色角閃石と斜方輝

石を含む点で共通する．更に，褐色角閃石及び斜方輝石

の屈折率レンジもほぼ一致する（第1及び2表）．これ

らの点から，両火山灰層は同一の火山灰層である可能性

が高い．

　このようなAt－5火山灰層とHa－1火山灰層との対
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比が正しいとすると，鷲津泥層は天満平泥層に対比され

る．

　（2）植物化石群集による対比

　豊橋累層下部の寺沢・高松・鷲津の各泥層は，五葉松

亜属（∬αpめκッめπ）のP加麗。4r肌αη読var。αmα一

肌‘αηαを産する（黒田，1967）．本種は下位の二川及

び田原累層からは産出せず，上位の杉山砂層では二葉松

亜属（αρめκッめη）のP加ωsT加πber8茄に置き換

えられる（黒田，1967）．また，寺沢及び高松泥層の花

粉群集ではFα8αSが優先し，このほかに1万pめ劣ッZOη

及びLεp認oわα砒磁sが比較的高率に含まれる（第7

及び8図）．

一方，浜松累層天満平泥層の花粉群集ではFαgμs及

び1）ゆZo詫図oηが高率に含まれ，下位の試料には∬¢ρ一

Zo矧Zoηを伴う（第12図）．粉川（1964）は天満平泥

層下部に対比されると推定される瀬戸付近の泥層から

瓦ημs。4rmαη漉var．αmαmめηαを報告しており，

花粉群集中のEα1ρめκッZoπは本種である可能性が高い．

　このような植物化石群集の類似から，鷲津泥層は天満

平泥層に対比される可能性が高い．

（3）対比のまとめ

上に述べた火山灰層及び植物化石群集による渥美層群

と浜松累層の対比は互いに調和的である．これら二っの

対比指標に基づくと，豊橋累層の鷲津泥層は浜松累層下

部の天満平泥層に対比される．

　5．2渥美半島一浜名湖東岸地域の中期更新世海進一海

　　　退堆積サイクル

既述のように，浜松累層中には3つの上方細粒化（河

成礫層→海成泥層）堆積サイクルが存在する．これらの

堆積サイクルが海水準変動を反映したものであるとする

と，前節で述べた渥美層群と浜松累層の対比から，一っ

の海進一海退堆積サイクルとしての豊橋累層は，都田礫

層一天満平泥層の堆積サイクルに対比される．

以上の考察及び対比に基づくと，渥美半島一浜名湖東

岸地域の中部更新統は，下位より，1）二川累層，2）田

原累層，3）豊橋累層及び都田礫層一天満平泥層，4）細

江礫層の下部礫層一中部泥層，5）同上部礫層一佐浜泥層

の5っの海進一海退堆積サイクルから構成されると考え

られる．このうち，細江礫層の下部礫層一中部泥層の堆

積サイクルは，海成泥層が相対的に薄いことから海進の

規模が他のサイクルに比べて小さかった可能性がある．

　5．3　渥美半島一浜名湖東岸地域の中一後期更新世古植

　　　生変遷

　前節の結論に基づき，各堆積サイクルから産する植物

化石のデータを総括すると，渥美半島一浜名湖東岸地域

では，中一後期更新世の海水準変動に伴って，第14図に

示すような古植生及び古気候変遷があったと推定される．

　このような古植生の変遷において注目すべき事実とし

て，qyoZoわαZαηops‘s及びPε肥sの変遷が挙げられ

る．

　（1）（汐eZoδαZαηops‘sの変遷

　qycめわαZαηOPS誌は，田原累層の温暖期植物化石

（大型遺体及び花粉化石）群集にσαS厩ηOPSおを伴っ

て高率に出現する．一方，下位の二川累層及び上位の豊

橋累層，浜松累層及び福江一三方が原累層の温暖期植物

群集では産出頻度が低い（第7，8，10，12図）．このよ

うな（汐eめわ認αηopsおの変遷は，西南日本太平洋岸

などの暖温帯照葉樹と温帯落葉広葉樹が混生する地域に

おける植物化石群集による堆積サイクルの対比に際して

重要な指標になると考えられる．

（2）一P肋μsの変遷

一P加ωsは，二川累層及び田原累層の化石群集では出

現率が低いが，豊橋累層以上の各堆積サイクルの群集中

では一般に出現率が高く，特に花粉群集中ではFα8’ωs

と並んで最優占属となっている試料も少なくない（第8，

10及び12図）．黒田（1966，1967）及び粉川（1964）

の資料によると，P‘ημs。4rmαη読var．αmα肌めηα

は，既述のように豊橋累層下部及び天満平泥層に特徴的

に認められる．jp加αs　T勧η加rg麗は豊橋累層上部に

初めて出現し，佐浜泥層及び福江一三方が原累層にも高

い確率で出現する．温暖期群集におけるP加聡の増加

は，上述したqycZOわαZαπOPSおの減少と時期的に重

なっており，この点も堆積サイクルの対比において重要

な指標になると考えられる．

6，　中期更新世海進一海退堆積サイクルの広域対比

本章ではまず，火山灰層及び花粉群集の変遷を対比指

　　　　　　　　　　　　　　　う　ど標として，渥美半島一浜名湖東岸地域と静岡有度丘陵及

び濃尾平野地下の中部更新統の対比を行う．次に，これ

ら東海地方の中部更新統と関東地方（大磯丘陵など）及

び近畿地方（大阪湾底など）の同時代層との対比を行い，

最後にこれらの対比をもとに，東海地方の各海進一海退

堆積サイクルと氷河性海水準変動との対応にっいて考察

する．

　6．1　有度丘陵の中部更新統

（1）層序及び層相の概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　ね　ご　や有度丘陵に分布する中一上部更新統は下位より，根古屋
　　くのうさん　　　　　くさなぎ　　　　　　おしか　　　　　　　くによしだ

層，久能山礫層，草薙泥層，小鹿礫層及び国吉田礫層に

区分される（土，1960cl近藤，1985）。近藤（1985）

によると，各層の概括的な層序・層相は以下のようであ
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渥美半島一浜名湖東岸地域の中部更新統（杉山雄一）

海進一海退
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徴的に産出する花粉化石
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Fig．14

　　第14図　渥美半島一浜名湖東岸地域における中一後期更新世の古植生及び古気候変遷

Floral　an（i　climatic　changes　in　the　Middle　and　Late　Pleistocepe　at　the　Atsumi－Lake　Hamana　area。

大型植物遺体は黒田（1966，1967）及び粉川（1964）のデータによる．花粉化石は本研究及び吉野（1986）のデータによる．

る．

　根古屋層は全体で200m以上の厚さがあり，最大層
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　ご　　ふる
厚35－65mの3層のくさび状礫層（下位より，安居，古
やど　　なかひらまっ

宿，中平松の各礫部層）を挟む海成泥層からなる．久能

山礫層は根古屋層を不整合に覆い，厚さ約100mの大規

模傾斜層理礫層とこれを覆う厚さ30－40m程度の水平

層理礫層からなる．草薙泥層は最大層厚60mの海成泥

質層からなり，久能山礫層を整合に覆う．小鹿礫層は草

薙泥層の上に整合に重なり，主として不明瞭な水平層理

を示す礫層からなる．丘陵東部では下部に傾斜層理の発

達する礫層を伴う．層厚は10－50m．国吉田礫層は層厚

15m＋，砂・粘土の薄層をしばしば挟む礫層で，小鹿

礫層の上に浸食面を介して重なる．

　根古屋層中の3層のくさび状礫層，久能山礫層及び小
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鹿礫層は，古安倍川の礫質デルタの堆積物と考えられる

（近藤，1985）．また，小鹿礫層上部にはPm－1火山灰

層が挟まれる（北里・新井，1986）ことから，草薙泥層

は最終間氷期の堆積物と考えられる．

　（2）渥美半島一浜名湖東岸地域との対比

　根古屋層には4層の火山灰層（下位よりNg－1，Ng－2

（2枚組），Ng－4の各火山灰層）が挟まれ，久能山礫層

には2層の火山灰層（：Ko及びNo火山灰層）が挟ま

れる（近藤，1985）．第3表にこれらの火山灰層の特徴

を示す．

　これらの火山灰層のうち，Ng－2火山灰層は層位間隔

約70cmの2層の火山灰層からなり，肉眼的特徴（蟻

卵状）及び火山ガラスの屈折率・化学組成，重鉱物組成

などの岩石学的特徴が佐浜泥層に挟在するHa略及び

Ha－7火山灰層のペア（層位間隔約1m）と一致する．

　Ng－2火山灰層からNg－4火山灰層にかけての層準

の堆積時には，貝化石群集の垂直方向の変遷から100－

150mの相対的海水準上昇が生じたと推定されている

（近藤，19851Kondo，1986）．また，花粉分析結果（第

15図）によると，根古屋層の花粉群集はσrッ餌om2rめ

及びP‘cεαを主とする針葉樹に。配η酪やFαgμsな

どの落葉広葉樹が混生する群集からなり，Ng－2－Ng－4

付近（N：K20－23）とNg－1火山灰層の下位50－60m

（NK　O5－08）の層準に気候の温暖化（海水準の上昇）を

示唆する一疏02αの減少とこれと相補的なC削彫om2rめ

の増加が認められる．また，根古屋層最下部（N：KO2－

03），Ng－1火山灰層の下位（NK　O8－1410w）及び根古

屋層最上部（Ng－4火山灰層挟在層準）はσ削ρめmθrめ

を多産し，温暖期（高海水準期）に当たると推定され

る．

　このような火山灰層対比と古生物群集の変遷による海

水準変動に基づくと，Ng－2火山灰層付近より上位の根

古屋層上部は，概ね浜松累層上部の佐浜泥層に対比され

る．また，Ng－1火山灰層の下位の温暖期層準（N：K

O8－1410w付近）は，浜松累層下部の天満平泥層に対比

される可能性が高いと考えられる．

　6．2　濃尾平野地下の中部更新統

　（1）層序及び層相の概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やとみ　濃尾平野地下の中一上部更新統は，下位より，弥富累
　　あ　ま　　　　　　　　　あつた

層，海部累層及び熱田層に区分される（桑原，1975，

19801古川，19721濃尾平野第四系研究グループ，19771

東海三県地盤沈下調査会，麹85など）．海部累層，熱田

層及び沖積層の基底部には著しい低海水準期の堆積物と

考えられる顕著な礫層が存在し，各々，第一，第二，第

三礫層と呼ばれる（井関，19561桑原，1975；濃尾平野

第四系研究グループ，1977）．

　弥富累層は最大で160m＋の層厚を有し，海進期の堆

積物と考えられる厚さ数10m－50m程度の砂一シルト

層が少なくとも3層存在する（東海三県地盤沈下調査会，

1985など）．海部累層は最大で150m程度の層厚を有

し，海進期の堆積物と考えられる砂一シルト層と低海水

準期の堆積物と考えられる礫層の互層からなる（濃尾平

野第四系研究グループ，1977；東海三県地盤沈下調査

会，1985）．砂一シルト層は，下位よりAm1，Am2及

びAm3の3層が識別され，層厚はいずれも最大30m

程度である（同上）．熱田層は60－100m程度の厚さを

　　　第3表有度丘陵の中一上部更新統に挾在する火山灰層リスト
Table3List　of　volcanic　ash　layers　intercalated　in　the　Middle　and　Late　Pleistocene　deposits　of　the　Udg　Hills・

火山灰
層　名

挾在層準 　　　　　　　　ガラス／厚さ（cm）　粒度結晶粒比
ガラスの
　　　　　重鉱物形　　状

屈　　折　　　率
ガラス 斜方輝石

　（7）

Ko　　　　久能山礫層　　　　250＋　　　　c　　　，cV
　　　村松礫・シルト部層

No　　　　　同　上

Ng－4　　　　根古屋層
　　　　　上　　部
（Ng－2の5－15m上位）

糧）　轡騒
糧）（7。c渦層幽隔）

Ng－1　　　根古屋層
　　　　　中　　部

6　　　　　f　　　cV
　　（最上部に
　　パミスを伴う）

泥層中
に散在

4

4－10

10－35

　C　　　cV
（パミス）

m　　　vC

　C　　　vC
（蟻卵状）

f－m　　cV－V

T Opx＞Cpx　　　　1．504－1．507　　　　1．707－1．716

’
T ＞C　　　　Hb＞Bi

T

T

Hb

Hb

1．510－1．512

1．509－1．515

1．522－1。530

T＞C　　　　Hb＞Opx　　　　1．508－1．513

T≧C　　　Bi＞Hb，Opx　1．498－1．499　　1．717－1．727

火山灰層名は近藤（1985）による．表中の略号説明は第1表参照．屈折率測定（RIMS87温度変化法）は水野清秀氏による、
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　　　　　　　　　　　　　　　　第15図　根古屋層の花粉分析結果

　　　　　　　　　　　　　　Fig．15　Pollen　diagram　of　the　Negoya　Formation．

分析：パリノ・サーヴェイ（株）．柱状図は北里ほか（1981）による．試料採取位置及び層準は北里ほか（1981）のFig．2参照。
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有し，下位より，主として砂からなる最下部層，主とし

て海成シルトー粘土からなる下部層，砂層を主体とする

上部層に区分される（桑原ほか，1982など）．熱田層上

部層の基底付近にはPm－1火山灰層が挟まれており

（：Kobayashiε孟αz．，1968），熱田層下部の海成シルトー

粘土層は最終間氷期の堆積物と考えられる（桑原ほか，

1982）．

　（2）渥美半島一浜名湖東岸地域との対比

　弥富累層及び海部累層に挟在する火山灰層の岩石学的
　　　　　　　　　　　じゆうしやま
記載は，古澤（1990）による十四山300mボーリング

中の2層の火山灰層を除いてなされていない．したがっ

て，ここでは花粉群集の変遷に基づいて対比を行う．

　弥富累層上部の花粉群集ではFα8ωs，UZ肌聡一ZθZ一

んoひα，z4Z肥s，P♂η粥及びLθp認oわαZαηαsが卓越し，

これらよりも産出頻度の低い（ンlyoめb配απopsおを伴

う（森・吉野，1979：吉野，1986の第12図）．

　また，吉野ほか（1980）の花粉分析結果によると，海

部累層及び熱田層の花粉群集は次のような特徴を有す

る．

　Am1層の花粉群集はqyoZoわαZαηops‘sの優占（最

高30％以上）で特徴づけられ，Fαgμs，。配肥s，P加ωs

などを伴う．Am2層及びAm3層の花粉群集では
qyoZoわαZαηops‘sの産出頻度が減少し，特にAm3層

ではほとんど産出しない．両層ではCッoめわ配απOPSεS

に替わってFα8αsが卓越し，。配肱s，U伽μs＿Zθ疏oひα，

瓦η聡などを伴う．また，熱田層下部層の上部（高海

水準期）の花粉群集では，ややCッoZob認απopsεsが

増加し　（最高10％以上），P‘磁s，ハZηαs，Fαgμs，

Lθp‘dσわαZαημs，So‘αdop吻sなどがAm2及びAm

3層と同程度ないしより高い出現率を示す．

　以上の花粉群集の変遷は，渥美半島一浜名湖東岸地域

のそれとよく類似している．特に，σッoZoわαZαηopsεs

の変遷は特徴的であり，これを多産するAm1層は田

原累層に対比されると考えられる．また，Am2層と

Am3層は，各々，豊橋一天満平及び佐浜の各堆積サイ

クルに対比されると推定される．

　なお，古澤（1990）によると，愛知県が昭和51年度
　　　　じゆうしやま
に掘削した十四山ボーリングのAm3層下部には，極

細砂一シルトサイズのガラス質火山灰層（AJ147）が挟

在する．古澤（1990）のデータに基づくと，AJ147火

山灰は火山ガラスの形態と屈折率及び重鉱物組成の点

で，細江礫層中部泥層に挟在するHa－3火山灰に類似

する．今後，斜方輝石の屈折率や火山ガラスの化学組成

（AJ147ではいずれも未測定）の比較などによる両火

山灰の詳細な対比の検討が待たれる．

　6．3　関東及び近畿地方の中部更新統との対比

　（1）火山灰層の広域対比

　既述の東海地方の中期更新世火山灰層のうち，現時点

では浜松累層細江礫層に挟在するHa－3火山灰層，根

古屋層中部に挟在するNg－1火山灰層及び佐浜泥層と

根古屋層上部に挟まれるNg－2火山灰層（＝Ha－6及

びHa－7火山灰層）の3枚の火山灰層が広域対比に有

効である．

　1）　Ha－3火山灰層

　本火山灰層は中間型（bubble　wall型）の火山ガラ

スを主体とし，火山ガラス及び斜方輝石の屈折率などの
　　　　　　　　　　そうだ岩石学的特徴が大磯丘陵の早田層に挟在するべ一ジュタ

フ（森ほか，1982）の特徴と一致する（水野清秀氏私信）．

　また，既述のように本火山灰層は，火山ガラスの形態

と屈折率及び重鉱物組成の点で，濃尾平野地下のAm3

層に挟在するAJ147火山灰層（古澤，1990）に類似す

る．

　更に，本火山灰層は，火山ガラスの形態及び化学組成
　　　　　　　　　　　　　くうこうじま
の点で，大阪湾泉州沖に分布する空港島累層（中世古ほ

か，1984）のトガサワラ層下部に挟在するV－7火山ガ

ラス多産層準（竹村・西田，1984；特に57－30コアの

D－55火山灰層）に類似する．

　2）　Ng－1火山灰層

　本火山灰層は火山ガラスの化学組成及び重鉱物組成な
　　　　　　　　　　　　　　　しもにわ
どの岩石学的特徴から，大磯丘陵の下庭層に挟在する

T　ll－58up火山灰層（関東第四紀研究会，1987）及び
　　　　　　　　　はんだ　　　　　　　　　　　　　　わ　だ
大阪層群Ma10層準の八田火山灰層または和田火山灰
　　　　　　　　　　　　　きっかわ
層（吉川，1973）に対比される（吉川ほか，1989，1991；

水野・吉川，憩90）．

　なお，Ng－1及びTll－58up火山灰層の挟在層準は，

共に高海水準期（温暖期）後の海水準低下期（寒冷化期）

である（第15図及び関東第四紀研究会，1987）．したが

って，両火山灰層はMa10層直下（海水準上昇期）の

和田火山灰層よりもMa10層直上（海水準低下期）の

八田火山灰層に対比される可能性がより高いと考えられ

る．

　また，佐藤（1990）は，火山ガラス，斜方輝石及び角

閃石の屈折率などに基づいて，Ng－1火山灰層を房総半
　やぷ
島の薮層に挟在するYb1火山灰層（徳橋・遠藤，1984）

に対比している．しかし，Yb1火山灰層は薮層下部の

開析谷充填堆積物（海水準上昇期の堆積物）中に挟まれ

ており，海進一海退サイクルにおける挟在層準がNg－1

火山灰層とは異なる．したがって，Yb1火山灰層と

Ng－1火山灰層との対比については今後再検討する必要

がある．
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　3）　Ng－2火山灰層

　本火山灰層は肉眼的特徴（蟻卵状）及び重鉱物組成
　　　　　　　　　　　　　　　　　ななくにとうげ（角閃石に富む）の点で，大磯丘陵の早田層一七国峠層

に挟在する早田及び七国峠バイオタイト火山灰群（上杉，

1976）に類似し，同火山灰群中のいずれかの火山灰層に

対比される可能性がある．

　（2）花粉群集の変遷による堆積サイクルの対比

　大阪湾泉州沖に分布する空港島累層（中世古ほか，

1984）の花粉群集の変遷（古谷，1984）は，0ッoZoわα一

Zαηops‘s及びP加麗の変遷の点で，渥美半島一浜名湖

東岸地域及び濃尾平野地下の中一上部更新統の花粉群集

の変遷と酷似する．すなわち，σッoZob認αηopsおの変

遷に注目すると，本亜属は空港島累層最下部のラクノー

サ層一メロシラ層（P11－P9花粉帯）では産出頻度が低

く，その上位のアカガシ層．（P8帯）で急激に増加し最

大50％に達する．その上位のハックスレイ及びトガサ

ワラ層（P7－P4帯）では同亜属の産出頻度は著しく低

下し，中位段丘構成層（Ma12）に対比されるノニオン

層（P3帯）に至って再び増加している．また，P加総

の産出頻度は，qyoZOわαZαηOPS‘Sが急減するハックス

レイ層で急激に増大し，同層一ノニオン層の各層で最大

50％に達する．

　以上のような花粉化石群集の変遷に基づくと，空港島

累層のアカガシ層は渥美半島の田原累層及び濃尾平野地

下のAm1層に対比されると考えられる．また，その

上位のハックスレイ，トガサワラ，ノニオンの各層は，

各々渥美半島一浜名湖東岸地域の豊橋一天満平，佐浜及び

福江一三方が原の各堆積サイクルに対比されると考えら

れる．

　また，横浜市西部に分布する中期更新世堆積サイクル

では，火山灰層対比（町田ほか，1974など）により大
　　　ぞうしき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かみくらた

磯丘陵の雑色層に対比される堆積サイクル（上倉田層）

において，（汐cめわαZαηOPSεS特徴的に多産する（西村，

1980）。このことから，雑色層は田原累層，Am1層及

び上述のアカガシ層に対比される可能性が高いと考えら

れる．

　（3）広域対比のまとめ及び氷河性海水準変動との対応

　以上に述べた火山灰層の広域対比と花粉化石群集の変

遷による堆積サイクルの対比，並びに房総半島と大磯丘

陵及び大阪平野周辺の中期更新世火山灰層の広域対比

（杉原ほか，1978；町田ほか，1980）に基づくと，東海

地方と関東及び近畿地方の中一後期更新世海進一海退堆積

サイクルの対比は第16図のようにまとめられる．同図

には，これらの各海進一海退堆積サイクルと深海底コア

の酸素同位体組成変動（δ180変動）との対応を併せて示

した．δ180変動との対応付けは，層序及び編年学的研

究が最も進んでいる房総半島の各堆積サイクルとδ180

変動との対応（増田・中里，19881遠藤，1990など）

を基準とした．

　この対比の主な結論として以下の点が指摘できる．

　1）佐浜泥層は，有度丘陵の根古屋層上部（：Ng－2一
　　　　　　　　　　　　　　きよかわNg－4火山灰層準）と共に，房総半島の清川層，大磯丘

陵の早田層上部一七国峠層に対比される．

　2）細江礫層の中部泥層は，大磯丘陵の早田層及び房
　　　かみいずみ
総半島の上泉層に対比される．また，この層準は大阪

湾底のトガサワラ層下部及び濃尾平野地下のAm3層

下部に対比される可能性が高い．

　3）有度丘陵の根古屋層中部（Ng－1火山灰層直下の

温暖期層準）は，房総半島の薮層，大磯丘陵の下庭層，

大阪層群のMa10海成粘土層に対比される．また，豊

橋累層及び天満平泥層は，この堆積サイクルに対比され

る可能性が高い．

　4）　田原累層は濃尾平野地下のAm1層と共に，房
　　　じぞうどう　　　　　　　　　　　ぞうしき
総半島の地蔵堂層，大磯丘陵の雑色層，大阪層群のMa

8海成粘土層及び大阪湾底のアカガシ層に対比される可

能性が高い．

5）渥美半島一浜名湖東岸地域で認められた5っの中期

更新世海進は，新しい方から各々，酸素同位体層序のス

テージ7上部，同下部，9，11，13に対応すると推定さ

れる．

7．　ま　と　め

　以上，本稿では渥美層群及び浜松累層の層序・層相，一

火山灰層及び植物化石に関するデータを提示し，これら

のデータをもとに両層の形成過程を考察すると共に，東

海地方他地域及び関東・近畿両地方の中部更新統との広

域対比を行った．本稿で提示したデータ並びに考察の要

点は以下の通りである．

　1．渥美層群を構成する二川，田原，豊橋の3累層は，

低海水準期の開析谷の形成に始まり，海進期の開析谷の

埋積とそれに続く外洋性海域の拡大を経て，高海水準一

海退期における浅海成堆積物の堆積で終わる一連の海

進一海退堆積サイクルとして捉えられる．

　2．都田川流域の浜松累層は，その最上部を構成する

鴨江礫層を除き，河成礫層とこれを整合に覆う海成泥層

からなる3っの上方細粒化堆積サイクルに区分される．

これらの堆積サイクルは，古浜名湖湾奥において低海水

準期の河成礫層の堆積と海水準上昇一高海水準期の海成

泥層の堆積が繰り返すことにより形成されたと考えられ

る．
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渥美半島一浜名湖東岸地域の中部更新統（杉山雄一）

3．渥美層群及び浜松累層の各層準の花粉群集解析を

行い，既存の大型植物化石データ（粉川，19641黒田，

1966，1967）と併せ考えることにより，両層の古植生変

遷を明らかにした．その結果，CッoZobαZαπOPSεSと

・P加μsの変遷に顕著な特徴があることが判明した．

4．渥美層群中に5層，浜松累層中に8層の火山灰層

を確認し，各々の岩石学的特徴を記載した．このうち，

豊橋累層鷲津泥層に挟在するAt－5火山灰層は，浜松累

層天満平泥層に挟在するHa－1火山灰層に対比される．

5．　この火山灰層対比と植物化石群集の共通性から，

豊橋累層は浜松累層中の最下位の上方細粒化堆積サイク

ル（都田礫層一天満平泥層）に対比される．また，この

対比により，渥美半島一浜名湖東岸地域の中部更新統は

5つの海進一海退堆積サイクルから構成されると考えら

れる．

6．浜松累層中部の細谷礫層に挟在するHa－3火山

灰層は，大磯丘陵のべ一ジュタフに対比される（水野清

秀氏私信）．また，同累層上部の佐浜泥層に挟在する

Ha－6及びHa－7火山灰層のペアは有度丘陵のNg－2

火山灰層に対比され，大磯丘陵の早田及び七国峠バイオ

タイト火山灰群に類似する．

7．　これらの火山灰層対比と有度丘陵のNg－1火山

灰層の広域対比（吉川ほか，19911水野・吉川，1990），

並びにσッoZoわαZαηopsおとP加μsの変遷を対比指標

として，東海，関東及び近畿地方の中部更新統の広域対

比を行った．その結果，渥美半島一浜名湖東岸地域で認

められた5っの海進は，新しい方から各々，酸素同位体

層序のステージ7上部，同下部，9，11，13に対応する

と推定される．

謝辞：本稿は名古屋出張所（昭和63年10月閉所）の

経常研究「東海地方東部の第四系及び第四紀地殻変動に

関する研究」（昭和61－63年度）の研究成果をまとめた

ものである．本研究を行うに当たり，環境地質部地震地

質課の水野清秀氏には本稿で報告した全火山灰層の岩石

学的分析を行って頂くと共に，火山灰層の広域対比に関

して御教示頂いた．また，同部地震化学課の吉川清志氏

には火山灰層のICP発光分析法による化学分析を行っ

て頂いた．更に，地質部の石田正夫氏（元名古屋出張所

長）には，本研究に際して多大な援助と激励を頂いた．

ここに記して，水野，吉川，石田の各氏に心から御礼申

し上げる．
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　　　　　　　　　　　　　　付図A－1渥美半島地域の柱状図作成及びその他の調査・観察地点（Loc．）位置図
　　　　　Fig。A＿1　map　l　Map　of　the　south　co母st　of　the　Atsumi　Peninsula　showing　localities　where　columnar　sections　and　stratigraphic（1ata

　　　　　　　　　were　obtained。
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　　　　　　　　　国土地理院発行の5万分の1地形図「伊良湖岬」，「田原」，「豊橋」及び「浜松」を使用．
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付図A－2　浜名湖東岸地域の柱状図作成及びその他の調査・観察地点（Loc．）位置図

map2Map　of　the　east　coast　of　Lake　Hamana　showing　localities　where　columnar　sections

an（1stratigraphic　data　were　obtained．

図中の数字：．Loc．番号

国土地理院発行の5万分の1地形図「浜松」を使用．
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